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経済学研究第32巻第3号 177 (717) 

相対賃金率とインフレーション骨

一一ヒックス的方法によるフィリップ。ス曲線の説明州十一
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久保田義弘

フィリップス (8)やリプシー〔のなどの経済学者は、フィリップス曲線、

によってインフレーションと失業とのトレード・オフ関係を説明してきた。

この曲線が想定されると，有効需要の拡大は，失業率を小さくしインフレ

率を大きくする。よって.政策当局は雇用を犠牲にしてインフレ率をゼ、ロに

する政策を採択できょう。また，多くの経済学者は各国の資料にもとづいて

実際に、フィリップス曲線、が右下りになることを示そうとした。

しかし，新古典派経済学者は， r貨幣の中立性」を主張し，そのトレード・

オフ関係が貨幣的錯覚に起因すると主張している。さらに，この経済学者は，

この関係が存在しない世界では所与の相対価格および他の実物変数(例えば，

市場構造，技術水準および噌好)のもとで完全雇用状態が達成されると信じ

持本稿の作成にあたり，有益な助言および示唆を与えてくださった小野浩助教授(北
海道大学経済学部〉に感謝いたします。勿論，本文中の誤謬には筆者が論責を負う。
締本稿は固定価格部門と伸縮価格部門から構成される混合マクロ経済で、イ γブレ率と
失業率の関係を考察するという意味においてヒックス的である。
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ている。実際に，すべての調整が完全に完了するほどに長い期聞を想定でき

るであろうか。短期的にはインフレ率および失業率は構造的あるいは技術上

の変動の影響をうける。経済があるショックをうけると，それはこのショッ

クに対応して新たな均衡状態に移行しようとする。このとき，経済が安定的

であるならば，これは長期均衡に向うであろう。しかし，その移行過程にあ

ってそれは新たなショックをうけるならば，経済は必ずしも均衡に向うとは

限らないで、あろう。経済が連続的にショックをうけ続けると，取引活動が不

確実性要因に影響されたり，市場価格の設定に時間的遅れが市場間で生じる

であろう。

フリードマン (2)は不確実性下においてもパテインキン (7)などの新古

典派の主張が正しいことを示した。フリードマンによると，金融政策によっ

て有効需要あるいは実質貨幣残高が大きくされると，労働者は実質賃金率が

上昇すると錯覚し，また雇用者は実質賃金率が下落すると錯覚する。それ故，

短期的に雇用水準が拡大する。よって，この政策は短期的にインフレ率を大

きくし失業率を小さくする。しかし，労働者が物価水準の上昇を認識し，雇

用者が貨幣賃金率の上昇を認識すると，実質金率は初期水準に戻り，雇用水

準ももとの水準に戻る。したがって，インフレ率だけが大きくなる。このよ

うにして彼は，予想インフレ率と実際のインフレ率とが一致している長期均

衡状態では，貨幣供給率の増加によって失業率い自然失業率、)は影響され

ないとし、う結論に達した。

このように，彼は不確実性下のもとでさえ長期においてパテインキンなど

が主張する、貨幣の中立性、を支持しているが， しかしながら，不確実性下

のもとで市場価格の設定に市場開で時間的遅れが存在するときには，フリー

ドマンの主張は正当化されるのであろうか。我々は，本稿において，彼の主

張が必ずしも正Lくはないことを明らかにする。また，同時に，彼と同様に，

短期および長期におけるインフレ率と失業率の関係を明らかにする。我々は

フリードマンと違って経済を二部門に分割する。つまり，我々は経済を伸縮

価格部門と固定価格部門に分割する。前者の部門に属する企業は完全競争下
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で行動し，後者の部門に属する企業は不確実性下で行動する。後者の企業

は，不確実性を除去するために追加的費用支払いを余儀なくされる。そして，

この企業は独占的競争下で行動するかのように価格をオッファーする。この

価格は固定的になる。というのは，需要の予期せざる短期的変動にその価格

を即応させることは，一方ではその変動に対応した適切な価格構造を捜し出

すために要する費用のために，他方では，後者の部門に属しているある企業

だけが変動する需要に即応して価格を上下することによって生じるかもしれ

ない利潤損失を回避するために，その企業は価格を短期的に固定する。それ

故，固定価格部門に属する企業は需要増加に対して数量調整によって対応す

る。

伸縮価格部門では市場価格は超過需要量に即応して変動する。これに対し

て固定価格部門では市場価格はマークアップ価格付けによって設定される。

また，この部門における価格設定が連続的ではなく不連続であるために， こ

れは伸縮価格部門における価格設定よりも遅れる。さらに，他の条件が一定

であるならば，計画期間の期首に設定される固定価格部門の価格はこの期間

内では一定不変である。しかし，この期間内において伸縮価格部門の価格水

準が一定不変である必然性はない。むしろ，この部門(あるいは経済全体)の

需要の変動のためにその価格水準は変動している。よって，固定価格部門に

属する企業がオッファーする価格は一定不変ではないであろう O

我々の混合マクロ経済において失業に責任を負うのは固定価格部門であ

る。というのは，伸縮価格部門ではいつも需給が一致しているからである。

さらに，我々の経済では，限界生産力と実質賃金率とが一致するように，労

働需要が決定されているが，この供給は相対賃金率に依存している。この想

定のもとで，有効需要の拡大がインフレ率および失業率にいかなる影響を与

えるのかを我々は説明する。有効需要の拡大は一時的に失業率を小さくし，

インフレ率を大きくする。しかし，予想インフレ率が実際のイ γフレ率に反

応して変化する場合には，インフレ率と失業率の関係はトレード・オフにな

らなし、かもしれなし、。もし予想インフレ率が実際のイソフレ率に過敏に反応



180 (720) 経済学研究第32巻第3号

するならば，長期の、フィリップ。ス曲線、は右上りになるかもしれない。し

かし，そのインフレ率がそれに緩慢に反応するならば，長期の、フィリップ

ス曲線、は右下りになる。この曲線の傾きは短期のこの曲線の傾きよりも大

きい。これらは第3節において説明される。この節の展開において我々はロ

ス=ウォッチャー (9Jに依存する。

第 1節伸縮価格経済

マーシャル以来の伝統的な価格理論ではあらゆる財貨・サーヴィスの市場

価格はフローとしての需要と供給の相互作用によって決定される。超過需要

(供給)が存在する市場ではその財貨あるいはサーヴィスの価格水準は上昇

(下落)する。経済を構成するすべての部門において伸縮的に価格形成がお

こなわれているならば，マクロ的な価格水準は

(1-1) 町P=α(D-Q) a>O 

なる関係式によって示される。ここで企三dPjdt，D は需要量，および Qは

完全雇用水準に対応する供給量(産出量)である。ここでは供給量と産出量

とは一致していると想定する。労働市場においても同様の関係式によって貨

幣賃金率の変動は示されよう。この変動は，

(1-2) WjW=s (L-L) s>O 

なる関係式によって示される。ここでは W=.dWjdt，L は労働需要量，お

よびzは完全雇用の労働供給量である。
経済主体は効用あるいは利潤最大化行動している。この最大化行動の結果

として市場に出される供給量およびそこでの需要量が求められる。我々は生

産プロセスを示すものとして l投入1産出の生産関数を活用する。この関数

はコブz ダグラス型の生産関数によって表わされると仮定しよう。つまり生

産プロセスは

(1-3) Q・=All ~くrく1)

として示される。ここで Q順は所望された産出水準，Aは技術進歩水準，r 

は労働の相対的取り分である。利潤最大化行動より，
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(1-4) L=rQゾ与
が得られる。ここで WjP=oQjoLである。我々の経済では所望産出水準

(Qづは完全雇用に対応する産出水準 (Q)に等しいと仮定できょう。

他方，マクロ的な需要関数(支出関数)は

(1-5) PD=cjWL+c2 (PQ*-WL)+G 

として示される。ここで Cj および C2 は賃金所得および利潤所得に対応す

る限界消費性向である。 G は外生的に変化する政府支出である。

この経済において各企業がその計画産出水準を需要水準に等しくするよう

に行動するならば，D=Q*=Qが得られる。また，適当な正規化によって

Q=Lとできるならば， (1-5)を (1-1)に代入することによって，我々は

はーめん仇ーら)W十日 (C2ー1)P十日2
を得ることができる。また， (1ーのおよび (1-2)から，

は一7) V吋 r仇ーら-1)W巾 2P哨 2
が得られる。 (1-6)および (1ー7)より，

P I (a(c2-1) 
+ 日一Q二

G 日 lwl=[w J lsrC2 。r7'i
sr(Cj-C2-1)) ¥W) ¥r， Q 

が得られる。 OくCh C2く1のとき，(1-8)は局所的に安定である。というの

は，

tr D=α(c2-1) +sr (cj-c2-1)くO(1-9) 
det D=α0γ(l-cj)>O 

となるからである。 (1-9)は (1-8)が安定的になるための必要充分条件で

ある。ここで D は (1-8)の係数行列である。 (1-8)より ρ=0となる均

衡価格水準を求めると，この水準は，

山 )P」ZT1 (O<cj<l) 
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となる O ここにおいて外生約な

政府支出が大きくなると，

価格水準は上昇する。このとき

る

ので¥外主主的に政府支出が大き

ぐなろうとも， 〈率)は全

く影響されなし、。

って伸縮極務経済にお

いて政接的に有効需要望ピ大きく

p・

しようとも，失業水準〈ある O 

いは失業率)は全く影響されず

L 

b 

皐

L 
L 

〈函-1)

に， i節格水準(あるいはインフレ率〉 されるだけである。均衡{聞

格水準私縦轄にとり， とると，この繍格水準と

準の欝係は(図のま設線によって示される。部えば，初期時点におい

済が G 点にあるとき，政府支出が大きくなると，続涜は α点から b点へ

と移動ずる。

第2節固定締務経済

回定鵠格経溌では価格はフ戸ーとしての需要および供給によって決定さ

ない。市場にフロ…の超過需要が発生しようとも市場価格はζれに即時的に

反応することはなく，むしろこの錨格をー恕不変にして取引数最のみが増加

する。この市場fIIIi格は生産費に等しくなるように生産主体〈つ変り企業)に

よって設定される。この生産費はー詩的な変動によっ

い正常生産費である。

されることのな

この経済に嘉している企業が在療を保有しないとを支定しよう。それ放，プ

ロ…の超過幣喪がおこると，食業は労働震鶏議および康出量三ど主主大L.， とれ

に対応しようとする。企業の生選窮関が一定不変で、あるならば，企業は認を緩

よび労揚麓議援を変えることによって需要の不競馬な変動に対応



相対賃金率とイ γプレーショ γ 久保田 183 (723) 

する。この需要変動がおころうとも，企業はそのオ y ファ一価格を変えよう

としない。というのは，この企業が独占的競争状態にあって，その価格を変

えることによって独占的利潤を失う危険を回避するためで、あり，さらにこの

状態において市場関係企業閣で、価格構造についての同意を得るのに要する費

用のためである。

このような独占的企業から構成されているマクロ経済において生産プロセ

スは 1投入1産出の生産関数によって表わされ，可変生産費は貨幣賃金率で

あるとしよう。この場合，市場価格はこの生産費にマークアップを加えてオ

ッファ一価格が形成される。この価格(目標価格)は

(2-1) pt=(l+k') W グ>0)

となる。ここで P は正常マークアップ率に対応する価格，つまり目標価格

であるok'は正常マークアップ率である。 W は貨幣賃金率である。この経

済において貨幣賃金率は労働者の生計費をカパーする水準に設定されるとし

よう。よって価格水準にマークアップを加えた水準に目標貨幣賃金率は決定

される。すなわち，これは

(2-2) Wt=(l+h') P (hホ>0)

なる関係式によって与えられる。ここで Wtは目標貨幣賃金率 h'は正常

マークア y プ率である。もし企業も労働者も目標水準に達しているならば，

(2-1)より

(2ー3) (WIP)I =1/(1 +k') 

また (2-2)より

(2-4) (WIP)!=l+h* 

がそれぞれ得られる。 (2-3)は企業によってオッファーされる実質賃金率で

あり， (2-4)は労働者によって要求される実質賃金率である。この 2つの実

質賃金率が一致する保証はない。一般に労働者による要求実質J賃金率はオッ

ファー実質賃金率よりも大きい。したがって (2-3)と (2-4)より

(2-5) (WIP)lー (WIP)I={(1+h')(1+グ)-1}/(1 +k')>O 

が得られる。 (2-5)は価格水準および貨幣賃金率がある均衡値に収束しない
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ことを示唆している。

済はインフレ状態になるかもしれない。

この経済において儲格およ

って変動する。それぞれの勤学方寝式は.

(2-6) p=ヂ (PLP) =ヱタ((1+的 W-P) ψ>0 

ツブァ…率よりも大きいとき，経

自主要水準と実現水準の索隊によ

および

(2-7) W 口ダ (WI-W)出ゆ ((1十h*)P-汚うゆ>0

によって訴される。 (2-6):および (2-7)より

ー?1
l
J

P

W

 

「
i
i
L

口白川い タ (l+~~J [~J 
が得られる。 1-(1十約 (1十hっくOであるので，この体系は安定的ではない。
経済がインブレ状態にあるときには， {i国務および賃金設定は予想インフレ

率をも考患にいれておこなわれる。予想インフレ率を p とすると， それぞ

れのg顛水準は

pt口 (1十k)(1十p)W 

および

Wt宮 (1十h)(1今p)P 

として設定される。ここで長および hは有効議要水準に訣存しているマ

グアップ率である。有姑需要が大きくなると'"""~ダアップ選手は大きくなると

dk 、dh
きるので，d瓦>0およひぷ瓦>0である (A辻有効需要水準)。

インブレ率が大きくなると，子相、インフレ率も大きくなると想定でをょう o

したがって，有効需要が大きくなると，マ…クア yプ率が大きくなり，そし

て実際インフレ率が大きくなり，予想インフレ率が大きくなる。級済のイン

ブレ率は大きくなるが，しかし，

なるかは明らかではないの

が大きくなるか小さく

3縮 、混今マグロ経済におけるインブレと

本部では間建{否格音B門と伸縮儲務部門から講成されている議合マグロ
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においてインフレと失業の関係を明らかにする。短期的にはこの関係はトレ

ード・オフの関係で示される。しかし，長期的には，この関係は垂線によっ

て必ずしも示されるのではなく， トレード・オフあるいは正の関係で示され

る。以下においてこのことを明らかにする。

まず最初に混合マクロ経済の構築より始めよう。この経済には外生的に一

定水準に与えられる労働力が存在するとしよう。この水準をzによって表
わす。両部門で生産される財は異質であり，その生産プロセスはl投入1産

出の生産関数によって示されるとしよう。それぞれの生産関数は，

(3-1) Qi=TiL~ O<r<l (i=l， 2) 

と示される。 (2-1)より労働に対する需要は，

(3-2) L1=rQij去 (i=l，2) 

となる。以下では i=lを仲縮価格部門 i=2を固定価格部門とする。

伸縮価格部門ではいつも需給が一致するように貨幣賃金率および価格水準

は変動し，固定価格部門では固定価格のもとで取引数量が変化する。この部

門の価格および貨幣賃金率水準はマークアップ価格付けによって形成され

る。この部門では目標価格水準は予想インフレ率を組み込んで設定される。

この部門の価格水準は，

Pf=mEW1 

として設定される。ここで P~ は固定価格部門の目標価格水準， m=(l+k)， 

E=(l+p)および W1は伸縮価格部門の貨幣賃金率である。また，その部門

の貨幣賃金率.は，

W~=nEPl 

として設定される。ここで W~ は固定価格部門の目標貨幣賃金率であり，

n=(l十h)および P1は伸縮価格部門の価格水準である。もし伸縮価格部門

において実質賃金率が一定不変で、あるならば， 適当な単位の選択によって

Wt/P1=1とできるであろうから，上の二つの関係式は，
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P!=mEP， 
(3-3)ω-
Wi=nEW1 

と変形されよう O

経設等学研究第32巻第3号

各部門への労働供給はそれぞれの貨幣賃金率水準に依存すると

られる。ここでは，経済全体に賦存ずる労働力が Zとして与えられている

ので¥各部門への労撮供給は相対貨幣紫金率に依容することになる。今，回

想filIi格部門への労観j供給を ι(W2IW1) とすると，伸縮嫡格部門に供給され
る労働力(L;)は，

(3-4) Li=L-L~ (W2IWj) 

として与えられる。この部門においていつも露拾が一致していることを考嘉

ると， (3ーのは，

(日)Lf=Lf=rQtj千五一日間jW1)

と変形される。また，この部門の有効需要は全体の持説かであるので，これ

t主

D1出向A(1) Pl>O) 

となる。伸縮価格室長門ではいつも需給が一致しているので DJ巴 QJとなる。

これを (3ーめに代入すると，

(内) Lf=Lf rμ4聖
が得られる。 (3ーめから明らかなように，伸縮側格器内においてはいつも需

結が一致するように実質舞金率が変重きしている。よって，もし我々の盟会マ

グ P経務において失業が生じるとするならば，それは閤定filIi格部門におレて

発生するO ぞれ故，この経済での失業水準 (U)は，。-7) U=L~-L~ 

として与えられるo ここにおいてM=rp2A/安
よび (3-5)が考嘉されると， (3-7)は，

(3-8) U=Lーバ(μl号十的/身)

る。'dらに， (3ーのお
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と変形される。ここにおいてI九/九口Wt/Pl 1とすると，これは，

(3-9) U=L-rA 

となる。もし居定{損i格部門の労議供給が，

L;=aW2IW1 

と近怒されるならば，。…ちより，

(3-10) U=aW2IW1…r.u2A 

が得られるo(3-9)およひ、 (3-10)から，

al写生/W1=L-rP1A

が得られる。これは

(3-11) W2IW1=(L-rんA)la

と変形される。

イγブレ率と失業水準の関係を示してみよう。有効需要〈つまり A)が大

きくなると， (3…11)から明らかなように，相対紫幣黄金率 (W2/W1)

α>0 

1> Pl>O 

落ずる。また，このとき，失業水準は小さくなる。このことは (3…めから

務らかである。さらに，このとき伸縮嫡格部丹における価格水準法上昇する。

それ故，物鑓水準も上昇するO したがって，有効需要が大きくなると，物館

水準が上昇し，失業水準は小さくなる。とこの関係は， (諮-2)のように示され

よう。もし経清が E 点、にi立議室して

いるならば，有効需要が大きくなる

と，これは NN ペコ p L 

移動していく。この閣は予想インフ

レ率が不変のもとで掛かれている。

もしこの率が変動すると，一定の失

業水準のもとで物価水準は上昇

るoよって，NN線は右上にシフト

る。カミしカミし，

主要が大きくなると設には，予想、イシ

フレ滋もその影饗をうけるであろう

N 
、、
、、、、忌、、、、、、、、、、、、、

月b、、

、、、
‘、
‘ 1、
‘ 、、、、、、、、

て、、、、、、、、一8 

一T-M

e 
一一一一じ

N 
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から，この増大はインフレ率と失業水準の関係をトレード・オフとしてでは

なく，この関係を正の関係にするかもしれない。

この両者の関係は，固定価格部門と伸縮価格部門の関係を明らかにするこ

とによって明確にされよう。固定価格部門においては，目標価格が実際の価

格とが一致しているときに，その価格変動は停止し，ある一定水準の価格が

流布する。もし任意の時点において，

W~ ('r) = W2 (-r) 

および

P~ (τ) =P2 (-r) 

であるならば，我々は

P~ (τ)=P2 (τ)=mEtP! (τ) 
(3-12) 

W~ (τ)=W2 (-r)=nEtW! (τ) 

を得ることができる。ここで Eτ三 1+ρrである。この式は混合マクロ経済に、

おける価格形成を表わしている。これは固定価格部門において目標価格と実

際の価格とが等しく，かつ，この部門の価格が伸縮価格部門の価格に依存し

て形成されることを意味している。この依存性が意味するところを説明しよ

う。今，伸縮価格部門の価格水準が上昇したとしよう。このとき，貨幣賃金

率も比例的に上昇するならば相対的に固定価格部門に働く労働者は以前より

低い実質所得を得ることになろう。このとき，この部門で働く労働者は他の

部門に移動Lょうとする。しかし，労働者が従事する仕事が両部門において

違うであろうから，労働者は移動を阻止されるであろう。また，たとえ両部

門においてその違いがなくとも，部門聞の移動に費用がかかるであろうか

ら，この場合にはその移動が阻止されるであろう。このとき固定価格部門に

働く労働者は実質所得の上昇を要求して貨幣賃金率(つまり W2) の上昇を

雇用主に要求するであろう。他方，雇用主はこの要求に応じると同時に生産

物価格を上昇させるであろう。このように，国定価格部門の価格水準および

貨幣賃金率は伸縮価格部門のこれらの変動とともに変化する。また，固定価

格部門における価格設定は伸縮価格部門のこれに遅れておこる。というの
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は，その設定に立前述した費用がかかるためで、ある。もし固定額格部門に露

するすべての企業の計罷時点が T-lで，さらに，それぞれが1期笥にわた

る計眠た立てるならば，龍の条件が一定不変である限り，この携関内では鴎

定価格水準は一定不変で‘あるo しかしながら，たとえ計闘期罷が l期潤であ

るとしても，この部門に属している企業の計画時点が同ーである保証はない。

また，この期間需において伸縮僻格部門の価格水準は変動しうる。この部門

の爽轄のインフレ率が gであるならば，

g出 PdPl口 VITdW1

とし、う関係が成立する。その期限内においてこの部丹のインフレ本が g で

あるならば，このとき盟諸髄務および貿幣黄金率はこれの影響をうける。と

の部門に鶏する会業の計臨時点が T-1時点と T 時点にわたって連続的に

分布しているならば，T時点における園建組格部丹の箆幣賃金率の水準は，

FV2mzf;yz{丹市
として与えられるo これに担-12)を代入すると，

W2 (わ=nEX，W1(T)f: .e-g(T-<) dτz鈴E1W1(T) (l-e-g)!g 
..; T-l 

が得られる。これより，

(3-13) 問的/W1(T)=nET(1-e-g)!g

が求められる。 (3-13) は軽堂均衡にある結対的な貨幣賃金事を表わしてい

る。

我々はつぎに比較静学分析を試みることにしたい。つまり， (3-12)およ

び (3-13)が成立しているときに，外生的に有効欝要件)が大きくなるとき

失業水準およびイ γフレ率はいかなる影響をうけるであろうか。我々はこの

分析において安定詮が満されると仮定する。

最初に有効需要が大きくなるとき，この変化が予想インフレ率に影響しな

い幾期の場合における比較静学分析を示し，つぎにその増大が予懇インフレ

も影響する長窮の場合における会析を示す。

海鶏需要が大きくなると， (3-11)より現らかなように，結対賃金率(つ
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まり WdW1) は下落する。 (3-11) より，

(3 -14) iJ (W2!W1)fiJA昭一μlr!a<O

カミ得られる。また， (3-13)より，

og 
(3…15) iJ (W2JW1)jiJA=n'E (1~e-g)jg-nE{lJg2- e-g(1jg-1)lg}語瓦

が得られる。とここにおいて 0孟g長1である限り，この第1項は正で，第2

項の ogjoAの係数は魚である。 (3-14)および。-15)より

(3-16) iJg/iJA={rμG十nE(1-e-g)Jg}nE{1jg2-e-g(ljg-1)/g}>0 

が得られるo (3-10)と (3-1めから我々は，有効需要繋が大きくなると，

イシフレ率が大きくなり失業水準が小さくなることを知ることができる。よ

って，鰻鶏においてはインフレ率と失業水準はトレード・オフの関保で治さ

れる。この関係は(鴎-3)のように示される。

との閣の f点に経済が位寵しているときに，有効需要が外生的に大きくな

ると，経済は MM緩に沿って左上に移動する。しかしながら，予想インフ

レ率がそれに依存しているならぜ，その増大は，予想イシフレ率の変化を通

して，鐙期のフィザップス曲線の位畿を変えるであろう。以下においてこの

ことを吟味する。

実際には予想インフレ率が有効欝要水準に依存してし、ると考える方が合理

的であろう。特に，怪常的にそれが大きくなるときには，その土増誉大は予想想、イ

ンブレE率終をJ上二昇させよう一 ζこで

イγブレ霊率終も大2きFくなると依窓するσ このを支定のもとで (3-13)より，

(3-17) iJ{W2IW1)!oA=n' (1十p)(l-e-K)!g+{n(ρ'-1) (1Jg-e-K)jgや勾

伊 gjg_1jg2_e-Kjg2)}忽

が得られる。 0主主'三五lであるならば， (3-14)および (3-17)から，

(3-18) iJg/oA=-{]・μJa十n'E(l-e-K)jg}j{n(p'-1) (ljg-e-8) +np 

(e-K-e-gjg-1jg汗jg>O

が得られる。〆>1であるならば，

(3-19) ogjoA霊0
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となる。よって O豆g豆1かつ O豆〆豆1

のときには，長期のフィリプス曲線は

右下りになる。この傾きは短期のこの

曲線の傾き(絶対値比較による)より

も大きい。もし経済が完全雇用状態に

あるならば，長期のこの曲線は垂直に

なる。また， 0三五g亘1かっ〆>1のと

きには，長期のフィリップス曲線は右

下りになるか右上りになるかは不確定

になる

むすび

191 (731) 
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(図 3)

我々は固定価格部門と伸縮価格部門から構成される混合マクロ経済におい

て短期および長期のフィリップス曲線を示した。短期のフィリップス曲線は

右下りになり長期フィリップス曲線は O豆ρ三;1 のときには右下りになる

が，p'>l のときにはそれが右上りになるか右下りになるか不確定であるこ

とを示した。

フリードマンは長期のフィリップス曲線が垂直になることを示した。これ

に対し，我々は本稿において長期のこの曲線が必ずしも垂直にならないこと

を明らかにした。この主たる理由は，経済を部門分割し，部門間で市場価格

設定にラグがあるためで、ある。

さらに，本稿では，固定価格部門に属する企業のみが不確実性に直面し，

失業に責任を負うと仮定し，混合マクロ経済では安定条件が満されていると

仮定した。また，有効需要(単に政府支出だけではなく，貨幣供給量も含む)

の変化が外生的におこると仮定した。

1)企業者によって予想されるマークアップ率がし、つも正常であるという保証はない。

もし正常であるならば，マークアップ率は一定不変に維持されよう。しかし，有効

需要が大きくなっている拡張期には，企業者によってマークアップ率が大きくさ

れ，また縮小期にはそれが小さくされるであろう。したがって，マークアップ率
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(kおよび h)は翁効需要水準に依存していると考えることもでき?ょう。我々は，

h惜 k(A)， k>Oおよび h出 h(A)， h'>Oを仮定して，本稿の展開た進める。しか

しこの依存性は充分なる吟味を必綴としている。註〈めを5もること。

2)波止のそデノレではそ予想イ γブレ率と実際空コイシプレ装容の関係はき詰礁には定式化され

ていないが，予想形成がに適応期待仮説たにしたがうならば，笑際空〉イ Yブ

大きくなるにつれて，予想、イエノアレネも大きくなる。ヌド稿の展関において我々は尽き

黙?とた適応葉選手年仮鋭とを仮定する。つまり，主主4はρ詰 p(g)， p'>Oを仮定する。
3) (3-12)は戸スz ウォッチャー〔のの定式化したものと殆ど淘じである。しかしこ

の式の意味づけは我々と彼らとでは問じではない。我々はヒツグスの主張におって

このまえの意味づけを玉沢した。また， この式の議主要長づけに認して批判的な助言ぎを与え

て下さった小野浩助教擦にお礼を中し上げます。

4)突僚のイ γブレ本と失業水準の関係な図示してみよう。縦戦にそのイ γフレ芸名をと

り，機較に失業水準をとる。予怒イシブレ率が一定水準に与えられたときのその

イシフレ家とうた多軽水量警の関係は右下りのぬ線によって表わされる。ここでは，説例

を簡単にするために g=g(U;ρ) (glくめが線製関数であるとしよう。 この図は

0系g;引のもとで掛かれているoLLは A=Oのもとでの失業水畿を示しているo
この水準語ピ完全失業水機と呼ぶことにする。実際のイ γブレネと失業水準の関係会:

線分 ABのように織かれるとしよう。 P=POのもとで， そのイ γフレ率と失業水

量撲の組み合せが Eo点においてき受わされるとする。経済がこの点にあるときに外生

的に有効議要が大きくなるならば，をた，このとき{艦p'主主1であるならば，有効

g 

。
U号 B 

U 

〈留-4)
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需要の増大は実際のイ γプレ率を大ぎくし，失業水準を小さくする。この場合には，

短期のフィリップス曲線は右上にシフトする。その増大によって，ィ γフレ率と失

業水準の関係は uくuo，g>goなる領域のある点(たとえば E1点〉で示される。

p'>1のときには，有効需要の増加は失業水準を小さくするが，しかし，実際のイ

シブレ率を大きくするか小さくするかは不確定である。たとえば，経済は E。点、か

らE2あるいは ，Esの方向に移動する。

0;':三p'~l のときには，長期のプイリップス曲線は右下りになり， この傾きは短

期のフィリップス曲線の傾きよりも大きい。 p'>1のときには，長期のブイリップ

ス曲線は右下りになる場合と右上りになる場合とを考えることができる。この曲線

が右下りになるとき，その傾きは短期の曲線よりも小さい。

5)我々は，独占的行動をしている企業の価格形成について詳細に吟味する必要があ

る。この企業がマークアップ率をどのように決定しているのかについて今後詳細に

議論する必要がある。我々は，本稿の第3節において，実際のマークアップ塁手と正

常マークアップ率とを区別して議論したが，しかし，実際には丙マークアップ率が

比例的に変化するかのように暗黙に仮定して議論を展開した。この仮定は正当化さ

れるのであろうか。もしそうでないとするならば，正常マークアップ率は，企業の

いかなる態度あるいは生産手段と関係して決定されるのであろうか。他方，貨幣賃

金率はヒックスのミ公平ミの原則に基づいて決定される。つまり，ある部門の貨幣

賃金率の上昇が他の部門の貨幣賃金率を上昇させる誘因を与えるという意味におい

て，本稿における固定価格部門での貨幣賃金率の決定はヒックスのミ公平の原則ミ

にもとづいて決定されると考えてもよいであろう。さらにミ期待形成ミプロセスを

モデ、ノレに組み込む必要があろう。その際に，注意すべきことはイ γブレ率の期待形

成に関与するのは伸縮価格部門だけであるということである。
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